
 
 平成 27 年 10 月 7 日 

各      位 

会 社 名  株式会社イメージ ワン 

代表者名  代表取締役社長 髙田 康廣 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 2667） 

問合せ先 取締役管理部長 鵜飼 良一 

（TEL 03 － 6233 － 3410） 

特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、平成 27 年 9 月期第 4四半期において下記のとおり特別損失の計上を行うこととなりました。それ

に併せて平成 27 年 10 月 7 日開催の取締役会において、平成 26 年 11 月 10 日に公表いたしました平成 27 年

９月期業績予想を修正することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 

1. 特別損失の計上見込み 

(1) 特別損失の内容 

コンテンツ等臨時償却費   17 百万円 

(2) 計上の理由 

衛星画像事業において、無形固定資産として計上されている販売用コンテンツ及びソフトウェアの販売

計画の見直しに伴い、将来見込まれる収益額が期末の残存簿価を下回ることが判明したため、当該差額分

を特別損失として計上することといたしました。 

(3) 業績に与える影響 

平成 27 年９月期第４四半期累計期間に計上する予定であります。 

 

2. 平成 27 年９月期 通期業績予想の修正等（平成 26 年 10 月１日～平成 27 年９月 30 日） 

（単位：百万円）      

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

（ 円 銭）

前回発表予想（Ａ） 1,500 50 35 30 8.70

今回修正予想（Ｂ） 1,240 △125 △150 △170 △47.31

増 減 額（Ｂ－Ａ） △260 △175 △185 △200  

増 減 率 △17.3％ － － －  

（ご参考）前年実績 

（平成 26 年９月期） 
1,480 14 5 14 4.28

   

 

 



 

修正理由 

平成 27 年９月期の事業方針につきましては、中核事業である医療画像事業の事業基盤強化を重点項目とし、

自社開発の放射線部門情報システム、診療情報統合システムなどの商品力強化と併せ、主力商品である医療画

像保管配信システムとの連携提案による営業力強化などにつとめてまいりました。 

しかしながら、消費税増税後に大きく停滞した医療機関の情報システム更新需要の回復が予想以上に遅れ、

引き合い案件の契約時期遅れと、特に大型システム案件の価格競争激化により、大幅な減収減益となる見通し

となりました。また、衛星画像事業においても特別損失としてコンテンツ等臨時償却費を計上することとなり、

業績予想の修正を行う次第であります。 

 

（注）本資料による業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき当社で判断したもので

あります。予想にはさまざまな不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合が

あります。 

 
以   上 


